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急に肌寒くなりましたので身体が対応しきれません。。。 

緊急事態宣言も全国的に解除され徐々にこれまでの日常を取り戻している感じですが、まだまだ油断す

ること無く慎重に行動しましょう。もう一息ですね。 

ワクチン接種もそうですが、手洗い・うがい等これまで通りしっかりした上でせっかくの秋を堪能した

いものです。 

 
【令和 3 年 10 月号】「本質の追究」 
コロナ禍の 1 年半あまり、皆様はどのように過ごされてきましたか？ 

考え方・価値観・行動など大きく変わったと言う方もほとんど変わっていないと言う方もい

らっしゃると思いますがいかがでしょうか？ 
さて、「流行」と言う言葉がありますが昨今流行っているワードとして『SDGｓ』、『ESG』

などがあります。ワードとして流行っていると書くと語弊がありますが、流行り物として飛

びついている経営者の方も見受けられます。『SDGｓ』⇒持続可能な開発目標、『ESG』⇒E
（Environment=環境）、S(Social＝社会)、G(Governance＝企業統治)という意味ですが、こ

れらは本来企業が取り組んでいてしかるべきもののはずです。ですが、世の中で騒がれるよ

うになって初めて重い腰を上げて取組みを開始するということが起きています。企業経営を

通じて「世の中のため」に、とか「次世代のため」にと経営の本質を追究・追求して徹底的

に取り組んでいれば『SDGｓ』や『ESG』を包括していくことは実は当たり前なんだと思い

ます。逆に何故これまでやっていなかったのか？とすら感じます。 
そこには目先の企業存続のための利益至上主義の風潮もあったと思いますし、きれい事だ

と言って取り合わない風潮もあったかもしれません。 
長期的な視点に立って未来からの逆算による経営の本質（理念経営に帰結すると信じてい

ます）を追究していきます。 


